
加西市議会だより No.179 (2024.5)8

　 3 月 6 日～ 7 日の本会議では、12 名の議員が市政全般に関する一般質 
　 問を行いました。質問と答弁の主な内容を紹介します。（発言順に掲載） 
　  ※ QR コードを読み取ると、録画映像をご覧いただくことができます。

          一般質問市政を

問う！

問「かさいいきいき体操」は、
ご当地体操として立ち上げ

て 7 年目になり、スペシャルバー
ジョンの DVD 作成など意気込み
は見えるが、市内で 63 グループ
の実施では寂しく感じる。各グ
ループからアンケートを取り、意
見や要望を聞いていただきたい。
また、より広める提案として、毎
週、イオンモールでのラジオ体操
の後、イオンの協力で、買い物客
も一緒に体操されてはどうか。ま
た、市の 4 公民館の講座の 1 コマ
に入れてもらい、参加者に広めて
もらうことを提案したい。

答 未実施の町は、どのような
体操なのか分からない不安

もあるため、様々な機会に体操に
触れていただくことは非常によい
提案と考えます。

問 加齢とともに、体の健康の
ために口の機能を保つこと

は大切であり、口腔内を清潔にし
なければならない。歯周病が様々
な疾患に及ぼす影響も報告されて
いる。兵庫県では令和 4 年 4 月に

「歯及び口腔の健康づくり推進条
例」が制定されている。この取組
に対する市の現状を伺いたい。

答 市においても口腔ケアの重
要性を認識し、通いの場へ

の出前講座や歯科衛生士による講
話を開催しています。令和 6 年度
は口腔ケアの普及啓発を実施した
いと考えます。

問 高齢者の単身世帯や老老介
護、8050 など、高齢者の抱

える課題は複雑かつ多様化してい
る。長寿介護課への相談の現状は。

答 高齢者の状況を伺う中で、
8050 などひきこもりの相談

を伺うことが増えています。また、
高齢者の独居や二人暮らしなど、
家族の支援を受けられないケース
も増えている状況です。

複雑な課題を抱える家
庭への支援では、担当者だけで解
決できない場合も多いと考える。
管理職として会計年度職員などに
任せることなく「卒先垂範」の精
神で市民対応に頑張っていただき
たい。

■その他の質問項目
・ ごみ減量の取り組みについて
・ 防災放送の整備について

高橋 佐代子  議員
（改革未来・自民の風）

高齢者施策の充実について

要望

問 数々の大型事業を計画され
ているが、財政運営は大丈

夫か。

答（市長）庁舎附属棟、統合中
学校、総合運動公園の整備

などの大型事業に伴う費用を見込
んで策定した財政収支見通しによ
れば、今後 10 年間は健全な財政
運営ができると思っています。財
政需要の動向等を見据えながら、
その都度見直しを行います。

問 令和 6 年度の医療体制は。
医師が減少する中、外科手

術はできるのか。入院診療はさら
に縮小するのでは。

答 内科は 2 名減の 8 名、外科
は 1 名減の 1 名、泌尿器科

は 1 名減のゼロ、初期研修医は 3
名減の 5 名、計 7 名の減となりま
す。将来のダウンサイジングを前
提とした医師の減少であり、近隣
の医療機関との連携を図り、でき
る範囲で医療を提供することとな
ります。

問 24 時間 365 日の救急医療体
制は堅持できるのか。

答（病院事業管理者）休日・夜
間の救急体制は、神戸大学

の内科医が半分を占めており、今
後も派遣してもらえることとなっ

ています。内科の初期救急は、24
時間体制が可能と考えています。

問 今後、在宅医療を支える地
域包括ケア病床は大変重要

となってくるが、それだけでは公
営の意義に乏しい。市長は全部
適用で運営する方針を出されてお
り、「加西病院の強み・特色」が
必要では。

答（病院事業管理者）地域医療
構想では、当院は亜急性期、

回復期を中心に担うこととなって
おり、民間による運営も可能と思
われます。「優しい病院」「帰って
きたくなる病院」を目指したいと
思っています。

田井　真一  議員
（改革未来・自民の風）

大型事業と財政運営 / 加西病院の将来のすがた

救急医療は維持できるのか

健全な財政運営は可能か

医療体制はどうなるのか

公営のためには

■その他の質問項目
・ 災害に強いまちづくりについて
・ 小中学校再編について


